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論文内容の要旨

乙の論文の目的は 2 つの部分からなっている。その一つは遷移金属桂化物 (CrSi ， MnSi , FeSi 及び

CoSi 等)の物性と電子帯構造の関連を明らかにすることである。そのために，これらの物質の電子帯構

造を求める計算をセルフコンシステント APW 法で行ない，得られた電子帯構造を用いて状態密度等を計

算して，実験事実と比較する。今回，得られた電子帯構造は FeSi が narrow gapの半導体であるとい

う実験結果と一致する。又， FeSi のフェノレミ準位と CoSi のそれとの間にある状態密度の山の存在のた

めに Fex C01-x Si (0.3 < x < 0.8 )が強磁性体になることが示される。もう一つの目的は MnSiのヘ

リカノレ磁'性の起源を明らかにする乙とである。 MnSi は中性子散乱等の実験によってきわめて特異な性

質を持ったヘリカル磁性体であることが示されていたが，乙の論文では乙のヘリカル磁'性がジャロシン

スキー・守谷相互作用の存在による強磁性状態の不安定化が原因となって起ることを示す。 その際，

MnSi の対称性(空間群 P 2 1 3) が重要な役割を演じている乙ともあわせて示す。最後に，ジャロシン

スキー・守谷相互作用を遍歴電子系の場合についてミクロな立場から論じ，電子帯構造の計算結果を用

いて order estimation を行ない，実験と比較する。

論文の審査結果の要首

中西君の論文は，特異なへリ磁性を示す MnSi を含む MSi (M=Cr, Mn, Fe, Co )系の電子構造

の計算と MnSi のへリ磁性の起源の理論との二つの主題をもち，へリ磁性を作る原因として指摘した反
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対称相互作用の大きさを実際に評価する最後の議論で二つの主題が結び.つく構成をとっている口

最初のテーマである電子構造の計算の部分については，単位セ lレに 4 コのM と 4 コの Si を含み反転

対称をもたないという複雑な結晶系について，始めてその電子構造の描像を与える計算を行った点を評

価する乙とができる。計算自体は今後さらに改良されるべき点を含む第一次近似ともいうべきものであ

るが， MSi 系の磁性および電気伝導の特徴をよく説明することができるので，概略においては電子構

造を正しくとらえたものである。下記のlVInSi 以外の MSi の物性で、とくに FeSi が半導体となる乙と、

FeSi と CoSi の混晶が強磁性を示す乙となどの機構を明らかにしたといってよい。

中西君の論文で非常に高く評価できるのは第二のテーマである MnSi のへリ磁性の理論である。中西

君は結晶が反転対称性をもたないことから， Mn の磁気モーメント聞に反対称相互作用が存在すること

が期待できる乙とを指摘し， MnSi は基本的には強磁性であるが，乙の相互作用の影響でへリ磁性とな

ると考えると多くの実験事実が矛盾なく説明できる乙とを示した口この段階では理論は現象論であるが，

従来の現象論が無理な仮定を含んでいて，しかも実験事実のすべてを説明しきれない乙とを比べると非

常に明快なモデソレを与えたといえる。中西君はさらにこのような反対称相互作用を生む微視的機構の理

論を発展させ，電子構造の計算結果を用いて相互作用の大きさを評価した。結果はへリ磁性の周期の実

験値から期待される大きさとほぼ一致するもので，理論の確実性をさらに高めた。

中西君の論文は，遍歴電子の磁'性の一つの様相を明快に解明したもので，その内容は理学博士の学位

論文として充分なものであると認める。
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